
環境保全セミナー・ワークショップ

連携と交流で目指す

環境保全・環境教育活動

～山村塾の取組みから活動のヒントを見つけよう～

■主催 筑豊地区地域環境協議会
福岡県（嘉穂･鞍手保健福祉環境事務所、飯塚農林事務所、直方県土整備事務所、田川県土整備事務所、飯塚県土整備事務所、北九州
教育事務所、筑豊教育事務所、福岡県立英彦山青年の家)、直方市、飯塚市、田川市、宮若市、嘉麻市、小竹町、鞍手町、桂川町、
香春町、添田町、糸田町、川崎町、大任町、赤村、福智町、福岡県地球温暖化防止活動推進員

■後援 飯塚市

講師プロフィール
1975年福岡市生まれ。九州芸術工科大学芸術工学部環境設計学科卒業。大学時代に山村
塾の活動と出会い、2000年4月から山村塾事務局スタッフとして八女市黒木町に移住。以
後、地域の農林家と連携し、里山保全活動、都市農山村交流活動を企画運営してきた。
平成24年7月九州北部豪雨での笠原地区農地復旧、平成28年熊本地震被害を受けた山都町
の棚田再生、平成29年九州北部豪雨で被災した朝倉市黒川地区の支援など災害復興にも
かかわる。
特定非営利活動法人日本環境保全ボランティアネットワーク（JCVN）副理事長 特定非営
利活動法人森づくりフォーラム理事 特定非営利活動法人九州森林ネットワーク理事
一般社団法人 地域企業連合会 九州連携機構（AIE‐九州）理事
社会福祉法人たからばこ理事

講師 特例認定ＮＰＯ法人 山村塾 事務局長 小森 耕太 氏

団体プロフィール
1994年、農家2軒が中心となり棚田や茶畑の美しい福岡県八女市黒木町
笠原地区にて任意団体として発足。棚田や森林といった農山村の豊か
な自然環境を守ることを目指し、環境保全型農業やいろいろな生き物
が住む森づくりに都市と農山村の住民とが一緒になって取り組んでき
た。
活動地の八女市黒木町笠原地区は2012年の九州北部豪雨災害によって
甚大な被害が発生した。災害からの復興を目指し、より多くの人々や
団体との連携を行うことを目指し2014年にＮＰＯ法人の認証を受ける。
2017年に福岡県から特例認定される。

２０１９年

３月２４日（日） １３：３０～１６：４０

■ 会場 / 飯塚市庄内生活体験学校 （飯塚市有安９５８－１）

■ 参加費 / 無料 ■ 事前申込制 / 先着３０名 ※裏面参照

環境保全や環境教育活動を行っている方たちのためのセミナー・ワークショップを開催します。
「連携と交流」をテーマに、実際に国際交流やアート、福祉など多様な分野と連携して活動を行ってい
る環境保全団体の中心メンバーを招いて、講演とワークショップ２つのプログラムを通して、活動を楽
しく続けていくためのヒントを探ります。
環境保全・環境教育活動を行っている方はもちろん、これから活動してみたいと考えている方やこれら
の活動に関心のある方ならどなたでも参加いただけます。お気軽にご参加ください。

特例認定ＮＰＯ法人 山村塾
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活動内容

※会場に団体活動紹介のパネルやチラシを置くことができます。希望の有無について○で囲んでください。

①パネル展示 する ・ しない ②チラシ配架 する ・ しない

お申込み方法

申込・問合せ先

福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所 地域環境課

ＴＥＬ：0948-21-4975 FAX:0948-23-4162

メールアドレス：kahokurate-hhe@pref.fukuoka.lg.jp

３月１５日（金）までに、下記の申込書に

必要事項を御記入いただきFAXでお申込みいた

だくか、電子メール又は電話で必要事項をお知

らせください。

環境保全セミナー・ワークショップ 参加申込書
ＦＡＸ ０９４８－２３－４１６２

【プログラム】

13:00 受付開始
13:30 開会
13:35 講演

演題 「いろいろな人とつながって育む 山村の風景」
講師：特例認定ＮＰＯ法人 山村塾 事務局長 小森 耕太 氏

14:35 ワークショップ

テーマ 「連携と交流で目指す 『楽しく続ける』環境保全・環境教育活動」
ファシリテーター：筑豊の自然を楽しむ会 成本 麻衣子氏

16:35 閉会
16:40 終了

環境保全セミナー・ワークショップ 「連携と交流で目指す『楽しく続ける』環境保全・環境教育活動」

～山村塾の取組みから活動のヒントを見つけよう～

≪庄内生活体験学校（会場） 周辺図≫

ＰＣ版 スマホ版

インターネットからのお申込みも可能です。
下記ＱＲコードからアクセスしてください。

mailto:kahokurate-hhe@pref.ｆukuoka.lg.jp

